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済
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蜥
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グ
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ベ
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購
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の
…
…
…
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士
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越

氏
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「
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経

済

史
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て
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玉
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r

経

濟

地

理
學

研

究

に
封

ず

る

・

グ

ル

ー

ベ
ル
博

士

の
見
解
…

黒

正

巖

脛
濟
地
理
學
の
研
究
は
漸
く
三
十
年
來
の
こ
ご
に
鵬

雑

録

経
済
地
理
學

研
究

に
謝
す

ろ
グ
ル
ー

ベ
ル
博
士
の
見
解

し
そ
の
研
究
の
…対
象
や
範
圏
な
ご
に

つ
い
て
も
諸
説
未

だ
蹄

一
し
て
居
な
い
。
併

し
斯
學
に
志
す
人
々
は
先
づ

.

こ
の
重
大
問
題
を
解
決
し
て
然

る
後

に
そ
の
歩
武

を
進

め
て
行
く

べ
き
だ
ご
信
ず
る
。
私
は
之
が
研
究
の
参
考

ε
し
て
グ
ル
ー
ベ
ル
博
士
の
見
解
を
左
に
繹
出

し
て
見

よ
う
。

最
近
十
年

の
間

に
経
済
地
理
學
は
地
理
學
の
幹

か
ら

獲
達
し
て
有
力
且

っ
重
要
な
る
枝
こ
な

っ
た
。
纒
濟
地

理
學
は
人
々
の
生
計
に
謝
し
、
自
然
的
事
情
が
如
何
な

る
償
値
を
有
す
る
か
を
考
察

し
、
自
然
現
象
ε
国
民
の

物
質
的
勢
働

こ
の
關
係
を
探
求

し
、
地
の
利

ご
そ
の
住

民
の
経
済
的
威
力
の
表
現
ざ
の
根
本
的
關
係
を
闡

明
す

る
も

の
で
み
る
。
約
言
す
れ
ば
脛
濟
地
理
學
は

…
地
域

の
自
然
的
恵
與

(舜
慈
島
。
訂

〉
臣
昇
段
梓弓
巴

ご
人
々
の

各
方
.面
の
経
済
生
活
ε
の
相
關
作
用
を
論
究
す
る
も
の

の

で
あ
る
。
從
て
輕
濟
地
理
學
の
研
究

に
は
先
づ
貨
物
の

産
出
及
び
移
動

に
封
ず
る
.一
地
域
の

一
般
的
配
置
状
態

を
考

へ
、
次
に
人
の
側
よ
り
見

て
、
こ
の
地
理
的
配
置

瓶
態
が
生
産
や
商
業
や
交
通

に
劃
し
て
有
す

る
債
値
井

に
之
が
人
口
の
分
布
、
聚
落

の
妖
悪
天
は
国
民
の
富
に
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十
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難

躁

縄
濟

地
理
學
研
究
に
射
す
る
グ
ル
ー

ペ
ル
韓
土

の
見
解

關
.達
し
て
生
す
る
結
果
の
如
何
を
観
察

せ
ね
ば
な
ら

濾

即
ち
第

一
は
経
済
の
自
然
的
要
素
に
關
し
、
第
二
は
経

済
を
螢
む
入
に
關
し
て
居

る
。
併
し
こ
の
二
者
は
次
の

様
な
相
互
依
購
の
關
係

に
立

っ
て
居
る
ε
云
は
ね
ば
な

ら
ぬ
、
即
ち
人
類
の
勢
作
が
自
然
に
加

へ
ら
れ
て
初
め

て
そ
の
結
果
は
明
白
且
っ
自
由
に
現
は
れ
る
も
の
で
あ

る
、
叉

一
面
に
於
て
伸

々
力
強

い
自
然
の
墜
迫
が
あ
b
、

他
面
に
於
て
人
類
は
そ
の
物
質
的
活
動
を
な
す
場
所

に

適
悉
す

る
力
を
有
し
、
然
か
も

こ
の
こ
者
ぱ
共
に
そ
の

機
能
を
充
分
に
獲
撮
す

る
も
の
で
あ
る
。

凡

ぺ
て
繹
濟
地
理
學
研
究
に
於
て
は
解
糧
的
推
論
的

要
黙
が
、
純
然
た
る
記
述
的
数
字
統
計
的
要
黙
よ
り
も

遙

か
に

重
要
の
地
位

を

占

め
て
居

る
。
殉
。
三
ヨ

∩。
呼

宕
§

希

6碧
羅
㏄

即
ち
人

々
の

経
済
生
活
の
自
然
的
根

本
原
因
の
闡
明
は
、
斯
學
の
研
究

に
ε

つ
て
最
も
高
調

す

べ
き
黙
で
あ
る
。
散
に
輩
純
な
る
事
實
は
、
事
實
そ
れ

自
身
ε
し
て
は
爾
ほ
有
意
義
で
め
る
か
も
知
れ
濾
が
、

只
之
を

モ
ザ
イ
ッ
ク
の
美
し
い
石
の
様

に
、
何
等
の
密

接
な
關
係
も
な
一

一
つ
「
つ
並

べ
た
り
、
或

は
殊
更
に

敷
額
を
組
合
は
せ
て
田
[來
た
敏
字
の
配
列
は
、
之
を
大

錦
+
[
巻

(第
六
號

=

二
)

入

】
六

聲

に
讀

み
上
げ

て
見

て
も
、
假

ひ
他

人

に
迷

惑

を

か
け

な

い
に
し
ろ
、
経
済
地
理
學

の
研
究

上
何
等

の
償
値
は

な

い
。
故

に
吾

人
は
更

に
進

で
個

々
の
地
域

の
相

貌

か

ら

考

へ
て
、

グ
ー
プ
の

所
謂

田
塁

塞
「。
房

昌
α
韓
。

三

「葬

巨
α
し。昨器
耳

ご

い
ふ
意

味

深

い
語

が
如
何

に
行
は

れ
て
居

る
か
、
個

々
の
地
域

に
於
け

る
生
産
や
商

業
や

交
連

に
謝
し

て
自
然

の
與

へ
た
培
養
土

は
如

何
な

る
状

態
に
め

る
か
、
天
芝

が
人

の
手

に
よ

っ
て
如
何

に
影
響

さ
れ
且

つ
最
高

度

に
利
用

せ
ら

れ
得

る

か
を
推
論

せ
ね

ば
な
ら

ぬ
。

右

に
述

べ
た

こ
ご
が
出
家

る
ご
す

れ
ば
、
斯
學

は
、

人

々

の
国
民
経
済
的

研
究

に
貢
献

し
、
叉
彼

等

の
勢
働
.

生
活

の
た

め
誠

に
好
都

合

ご
な

る
で
あ
ら

う
。
古

來

か

ら
實
際
的

の
地

理

の
知
識

は
必
要

で
め

る
ご

せ
ら

れ
て

居

柁
が
、
今

日
下
、
は

こ
の
知
識

は

一
般

的
漱
育

に
必
要

敏
ぐ

べ
か
ら

ざ

る
分
科

ε
な

っ
た
。
緻
仙濟
墨
'者
や
・工
業

家
は
勿
論
、
行
政
官

も
商

人
も

、
技

術
家
も
地
主

も
、

吾

々
の
経
済

生
活

の
自

然
的
原

理
や
、
そ

の
生
活

の
猿

股
に
封
ず

る
條
件

を
、
自

国
に
於

て
の
み
な
ら
す

、
主

要
な

る
諸
外
國

に

つ
き

て
知

る

こ
ε
は
、
今
や
最

も
肝

.



一

要
な
こ
ξ
で
あ
る
む
今
後

の
経
済
肚
會
に
於
て
斯
學
は

華
々
し

い
役
割
を
演
ず

る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
脛
濟
地
理

學
は

一
団
民
、

一
国
家
の
勢
力
の
所
在
が
、
果
し
て
何

所
に
あ
る
か
を
闡
明
す
る
か
ら
で
あ
る
o
殊

に
斯
畢

に

由

れ
ば
、
實
情
を
基
礎
ざ
し
て
外
國
を
批
制
す

る
こ
ε

が
出
來
、
之

ご
同
時
に
自
国
を
正
當
の
方
向

に
導
き
て

か
の
眞
理
の
敵
で
あ
り
且

つ
又
人
々
の
各
方
面
に
於
け

る
卒
和
な
進
歩
獲
展

の
敵
で
あ
る
所

の
偏
狭
な
る
愛
国

的
自
負
心
の
排
除

に
與
て
力
が
あ
る
。
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